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第１回連絡会議での主な議論①
（まとめ）

 東京では現状撮影困難であることが多い。また、新幹線や中央省庁でのロケ撮影も困難。
 日本の映像産業の重要性についての理解が浸透していくことによって使用施設の協力を得られやすくな
る等の効果を期待。

 道路使用・道路占用許可いずれも、昨今では、地域活性化に資するといった社会的意義のあるイベント
や経済活動については、円滑に許可ができるよう弾力的な運用を実施。

＜道路使用許可＞
 道路使用許可に関しては、「交通の妨害の程度」と「公益性又は社会慣習上の必要性」との比較衡
量。

 地域活性化に資するという社会的な意義があり、地域住民、道路利用者等の合意に基づいて行われ
るロケーション、イベント等については、道路使用許可手続が円滑に行われるよう配意した運用を
実施。（以上、警察庁提出資料より抜粋）

＜道路占用許可＞
 道路空間を活用した地域活動を一層推進するため、国土交通省として、平成28年3月に、ガイドラ
インを策定し、地方公共団体に周知するとともにホームページ上で公表。地域活動の実施にあたっ
て留意すべき「公共性・公益性への配慮」や「地域における合意形成の手法」を取りまとめ、広く
周知。（以上、国土交通省提出資料より抜粋）

我が国におけるロケ撮影の現状

許認可取得の考え方
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＜東京ロケーションボックス＞
 東京都内の交通ひんぱんな道路においては、撮影目的の公益性が特に重要となるが、東京ロケーショ
ンボックスが支援した作品では、日比谷通り、北品川駅周辺、渋谷スクランブル交差点等での道路使
用許可や、蒲田駅近辺での道路封鎖事例もあり。

 都内でのロケ撮影環境改善に向けては、
① ロケ撮影許可手続の効率化（現状、撮影内容によって申請窓口が異なる）
② ロケ撮影許可基準の緩和（現状、交通への影響が大きい場合許可が困難なケースも）
③ ロケ撮影受入れに寛容な風土の醸成（ロケ撮影受入れについて住民・地域の協力的な雰囲気が

十分でない）
④ 制作者の撮影ルール遵守徹底、 等が課題。

＜北九州フィルムコミッション＞
 「相棒」のケースでは、3,000人のエキストラを集めて、６車線（歩道も全て含む）、12時間完全封
鎖を行い撮影。2017年中も、既に４作品、道路封鎖を伴う大規模な撮影を実施。

 大規模な道路封鎖を行う場合には、福岡県警、地元住民など関係者と徹底した議論を重ね合意形成を
実施。その際、ポイントとなるのは、地元住民が、映画撮影・ドラマ撮影を一種「お祭り」という形
で楽しむ状況になっていること。（※北九州市では、総人口95万人のうち、約8,000名が無料ボラン
ティアに登録）

 フィルムコミッションとして、地元関係者と予め約束した事項については、完全に遵守することを徹
底し、制作サイドにも予め約束した事以外はしないとの方針を徹底。これにより、大規模撮影を可能
とする関係者との「信頼関係」を構築。

 国内での撮影で課題があるとすれば、制作サイド、フィルムコミッション双方に、大規模撮影に関す
るノウハウが蓄積されていないことが要因の一つではないか。

第１回連絡会議での主な議論②
（まとめ）

フィルムコミッションの取組紹介から
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撮影環境改善に向けたポイント（概念図）
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公益性の立証を通じた
許可範囲の拡大

〇 許認可取得に必要なプロセスの理解の浸透
〇 撮影可能な範囲の明確化と関係者間での認識の共有
（≒ 撮影可能時間帯、可能な地域、手法等許可条件の明確化）
〇 撮影許可の内容（範囲）の遵守の徹底

許認可の取得にあたってのノウハウの蓄積
～信頼関係の構築/映像業界の基礎スキルの向上へ～

国内の「ロケ環境の改善」へ
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